
工業炉、最新設備導入を
　
政
府
が
設
備
投
資
の
回
復
を
目
指
し
て
産
業
競
争
力
強
化
法
の
施
策
と
し
て
１

月
か
ら
施
行
し
て
い
る
「
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
」
と
、
ピ
ー
ク
対
策

な
ど
時
間
の
概
念
を
含
む
電
力
供
給
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
「
改
正
省
エ
ネ
法
」
。
工
業
炉
業
界
は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
こ
の
制
度
の
継

続
的
活
用
を
促
す
べ
く
地
道
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

工業炉導入時は生産性向上設
備投資促進税制を活用できる

二
つ
の
施
策

協
会
が
証
明
書
発
行

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
も

生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
改
正
省
エ
ネ
法
投
資
回
復
の
契
機
に

「電気の需要の平準化」のイメージ

証明書発行スキーム

　　 ２０１４年 平成２６年 ８月５日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
ま
ず
産
業
競
争
力
強
化
法

に
基
づ
い
た
、
「
生
産
性
向

上
設
備
投
資
促
進
税
制
」
。

こ
れ
は
政
府
と
し
て
、
製
造

業
の
空
洞
化
へ
の
危
機
感
か

ら
、
最
新
設
備
の
国
内
へ
の

導
入
を
促
進
し
て
生
産
性
の

向
上
を
目
指
し
た
税
制
措

置
。
企
業
が
工
業
炉
を
導
入

す
る
場
合
で
の
、
申
請
の
対

象
と
な
る
要
件
は
、
以
下
の

３
点
。
　

　
具
体
的
に
は
、

設
備
費

が
１
６
０
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と

導
入
さ
れ
る
設
備

が
、
そ
の
設
備
メ
ー
カ
ー
の

最
新
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と

同
じ
メ
ー
カ
ー
の
一
代
前
の

モ
デ
ル
に
対
し
、
年
平
均
１

％
以
上
生
産
性
が
向
上
し
て

い
る
こ
と
―
で
あ
る
。

　
次
に
、
改
正
省
エ
ネ
法
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
従
来
か
ら
政
府
に
報

告
し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
原
単
位
の
年
平
均
１
％

以
上
の
省
エ
ネ
推
進
目
標

年
間
で
原
油
換
算
１
５
０

０

以
上
使
用
の
事
業

者

に
加
え
て
、
「
需
要
量

の
季
節
又
は
時
間
帯
に
よ
る

変
動
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
「
電
気
需
要
の

平
準
化
」
の
考
え
方
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
。

　
こ
の
電
気
需
要
平
準
化
時

間
帯
は
、

夏
期
は
７

９

月
、
８

時

休
日
を
含

む

冬
期
は

３
月
、

同

同

。
つ
ま
り
、
電
気

を
使
う
事
業
者
が
蓄
電
池
や

自
家
発
電
を
活
用
し
て
、
夏

期
・
冬
期
の
昼
間
の
電
気
使

用
量
を
削
減
し
た
場
合
、
そ

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
事
業

者
が
省
エ
ネ
法
上
プ
ラ
ス
に

評
価
で
き
る
体
系
に
す
る
こ

と
で
、
電
気
需
要
の
平
準
化

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促

進
税
制
で
は
、
工
業
炉
に
つ

い
て
は
、
申
請
要
件
で
あ
る

３
要
件
に
合
致
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
判
定
は
、
経
済
産

業
省
か
ら
の
委
託
で
、
日
本

工
業
炉
協
会
が
実
施
す
る
。

そ
の
結
果
３
要
件
を
満
た
せ

ば
、
該
当
す
る
メ
ー
カ
ー
に

「
産
業
競
争
力
法
の
生
産
性

向
上
設
備
等
の
う
ち
先
端
設

備
に
係
る
仕
様
等
証
明
書
」

を
同
協
会
が
発
行
す
る
、
と

い
う
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
。

　
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
先

端
設
備
で
あ
る
工
業
炉
お
よ

び
加
熱
炉
に
対
し
て
は
、
取

得
価
額
の
５
％
税
額
控
除
か

即
時
償
却

１
０
０
％
の
特

別
償
却

が
行
え
る
。
た
だ

し
２
０
１
６
年
度
は
、
取
得

価
額
の
４
％
税
額
控
除
か

％
の
特
別
償
却
だ
。

　
同
協
会
に
よ
る
と
、
今
回

の
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促

進
税
制
に
関
し
て
は
「
会
員

企
業
お
よ
び
そ
れ
以
外
を
問

わ
ず
、
内
容
に
つ
い
て
１
日

に
４
、
５
件
程
度
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
状
況
」
と
し

て
、
会
員
企
業
の
み
な
ら

ず
、
工
業
炉
の
ユ
ー
ザ
ー
企

業
な
ど
か
ら
の
関
心
も
続
い

て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
た
め
同
協
会
で
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
請
に

必
要
な
証
明
書
や
理
由
書
を

入
手
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
ほ
か
、
法
令
用
語
や
業

界
特
有
の
語
彙
の
定
義
や
わ

ご

い

か
り
に
く
い
表
記
に
つ
い
て

は
説
明
・
解
説
に
注
力
し
て

周
知
・
徹
底
を
図
り
、
会
員

会
社
な
ど
か
ら
の
要
望
に
応

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

　
１
、
「
最
新
モ
デ
ル
」
と

「
一
代
前
の
モ
デ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
機
能
や
構
造
変
化

な
ど
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た

場
合
を
モ
デ
ル
変
更
と
位
置

づ
け
、
直
近
に
行
わ
れ
た
モ

デ
ル
変
更
に
お
い
て
、
変
更

前
が
一
代
前
の
モ
デ
ル
、
変

更
後
の
も
の
を
最
新
モ
デ

ル
、
と
す
る
。

　
２
、
「
生
産
性
向
上
」
の

基
準
と
な
る
指
標
に
つ
い
て

は
、

単
位
時
間
当
た
り
の

生
産
量

１
バ
ッ
ジ
当
た
り

の
生
産
量

精
度

エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率

％

省
エ
ネ

率
同

歩
留
ま
り

同

な
ど
、
８
件
を
指
定
。
　

　
３
、
「
生
産
性
年
平
均
１

％
以
上
向
上
」
の
比
較
対
象

に
つ
い
て
は
、
該
当
設
備
を

製
造
し
て
い
る
設
備
メ
ー
カ

ー
の
一
代
前
モ
デ
ル
と
比
較

す
る
―
な
ど
。

　
同
協
会
で
は
、
「
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
税
制
内
容
の

効
果
や
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
し

て
、
申
請
の
準
備
を
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

　
工
業
炉
各
社
で
の
改
正
省

エ
ネ
法
へ
の
対
応
で
は
、
具

体
的
に
は
経
済
産
業
省
が
出

し
て
い
る
「
指
針
」
が
参
考

に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
事
業

者
が
行
う
こ
と
と
し
て
期
待

さ
れ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

チ
ェ
ン
ジ
↓
電
気
の
使
用

か
ら
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン

熱
電
併
給

設
備
の

活
用
な
ど
熱
使
用
へ
の
転
換

シ
フ
ト
↓
電
気
を
消
費
す

る
機
械
の
稼
働
時
間
の
変
更

カ
ッ
ト
↓
電
気
使
用
量
の

計
測
管
理
徹
底
―
な
ど
が
例

示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
工
業
炉
各
社

で
は
こ
れ
ら
の
指
針
を
踏
ま

え
て
、
例
え
ば
、

稼
働
を

８
時
か
ら
よ
り
前
倒
し
に
シ

フ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
昼
間

電
気
需
要
を
平
準
化
さ
せ
る

昼
間
時
間
帯
で
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る

設
備
を
無
人
化
し
、
稼
働

時
間
を
深
夜
に
シ
フ
ト
す
る

夜
間
電
力
を
活
用
し
て
の

夜
間
充
電
・
蓄
電
、
蓄
冷
熱

を
活
用
す
る
―
な
ど
が
各
社

に
お
い
て
検
討
、
調
整
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
で
の
動
向
と
と
も

に
、
各
社
の
動
き
が
注
目
さ

れ
る
。


